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ク ロ ア ナ バ チ
地面を虫を引っ張って歩いているハチを見たこ

とがないだろうか。カリウドバチと呼ばれる仲

間のハチで、獲物を捕まえて針で刺す。殺すの

ではなく麻酔をかけるのである。それから巣に

持って帰る。巣と言っても、ハチが住む巣では

なく、幼虫を育てるために作った巣で、巣の中

で獲物に卵を産むと、母バチはどこかへ行って

しまう種類が多い。

　クロアナバチはキリギリスの仲間を捕まえる

ハチだ。小諸では 8 月に現れヒメクサキリを狩

る。以前は小諸では見なかったが、最近、高原

美術館の庭に住んでいるのを見つけた。このハ

チは地面に並べて 3 つほど穴を掘る。そのうち

使うのは 1 つだけ。あとの 2 つはフェイクの穴

だ。寄生バエなどの敵を欺くために使わない穴

まで掘るという手の込んだことをする。

　今年の夏のぼくの写真展はファーブル昆虫記

がテーマだ。ファーブルはカリウドバチを詳し

く研究した。ファーブル昆虫記ゆかりの写真と、

実際のハチを見ていただくとよいと思う。　

【文・写真　海野和男】

親子で作ろう！
「食育レシピ」

夏バテにはこの一品☆

ミネストローネ
旬の野菜を食べて夏バテを吹き飛ばしましょう！味付
けは塩だけですが、野菜の甘みがとてもおいしいです。
意外な食材が入り、保育園でも人気のメニューです！

問　子ども育成課　子ども育成係

【作り方】（4 人分）
①切干大根はさっと水洗
　いし、多めの水でよく
　戻しておく。（戻し汁は
　後で使うので捨てない）
②野菜を食べやすい大き
　さに切る。
③トマトはへたをとり、
　1㎝角に切る。
④水で戻した切干大根、
　ベーコンも 1㎝くらい
　に切る。
⑤ベーコン、玉ねぎを弱
　火でよく炒める。
⑥トマト以外の野菜も加
　えてよく炒める。
⑦水、切干大根、切干大根の戻し汁を加え煮る。
⑧トマト、マカロニも加え、塩胡椒で味を調える。
⑨オクラは別鍋でゆでて小口切りにし、最後にのせて完成！

切干大根　4g
にんじん　中 1/4 本（20g）
玉ねぎ　　中 1/2 個（120g）
セロリ　　1/5 本（20g）
キャベツ　2 ～ 3 枚（80g）
えのき　　1/5 株（20g）
トマト　　1 個（120g）
オクラ　　2 本（20g）
マカロニ　40g
ベーコン　1 枚（20g）
炒め油　　小さじ 1
塩　　　　小さじ 1/2 強
胡椒　　　少々
水　　　　400cc
切干の戻し汁　200cc

※ベーコンと玉ねぎを弱火でよく炒めるのがポイント。
※トマトの皮が気になる場合は、4 つ切りにしてから
　煮込むと皮がはがれてくるので取り除く。


